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  Acoustic Guitar World vol.91
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  対談〜垂石雅俊&南澤大介

  


  垂石雅俊氏のアルバム「カフェ日和~癒しのギターでくつろぎのひととき~」 のTAB譜付きスコアが12月に販売予定。このスコアの製作協力をした南澤大介氏と垂石氏の対談が実現、スコアのことだけでなく、お互いのルーツやこれまでの歩みも語っており、濃厚な対談となりました。

  記事提供：垂石雅俊

  

  TAB譜付きスコア「カフェ日和~癒しのギターでくつろぎのひととき~」よりサンプルとして「アメイジング・グレイス」のスコアのPDFファイルを提供いただきました。

  解説もついていますので、ぜひダウンロードして取り組んでください。

  

  http://www.aco-world.com/acoworld/vol91/AmazingGrace.pdf
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  ■20世紀末のソロ・ギター・シーン

  

  垂石：僕がいとこの影響で、突然降って湧いたようにギターを弾き始めたのが1990年頃。当初はエレキ・ギターを弾きたかったのですが、ギター教室に行ってクラシック・ギターを持たされて以降、１人で音楽が完結するソロ・ギターの魅力にハマってしまいました。

  

  南澤：「1人で」っていうのは？

  

  垂石：“リズム・メロディー・ハーモニー”が一人で表現できる事。多分、ピアノをやっていた感覚が残ったままギターに移行できたのだと思います。

  とは言え中学生の頃、周りにそういう友達がいなかったのと、ネットも無いから情報集めに苦労しました。そんなアンプラグド・ブームが来る’90年頃辺りまでを補完する、日本ソロ・ギターの夜明けの話からお伺いしたいと思いまして。

  

  南澤：’90年頃ですね。

  

  垂石：新堀芸術学院で学んでいたので、クラシック・ギターの勉強には書籍や資料が多い環境だったのですが、ソロ・ギター界隈の情報は楽器屋さんに行くと中川イサトさん、打田十紀夫さんの本がギリギリあったぐらい。後に自分も大きく影響を受けましたが“ウィンダム・ヒル・レーベル”の情報にも辿り着けませんでした。

  

  南澤：マイケル・ヘッジスが出てきた、“ヘッジス・ショック”の後ですもんね。

  

  垂石：ウィンダム・ヒルを聴き始めた入口はジョージ・ウィンストンの“Autumn”とタック・アンドレスの“Reckless Precision”のアルバムでした。そこからイサトさんがライナーノートを書いていたウィンダム・ヒルのギター・コンピレーション・アルバム“Guitar Sampler”の再販CDを聴いたら、本アルバムでも登場する、アンドリュー・ヨークの名前がクレジットされ ていたのに驚いて。既にヨークの名前はクラシック・ギターの専門誌の“現代ギター”にも特集されていたので、あぁこんな世界があるのか！と。そこからソロ・ギター・アーティストへの憧憬が強くなりました。

  


  


  マイケル・ヘッジス
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  1953年カリフォルニア州サクラメントで生まれ、 1980年代始めに、ウィリアム・アッカーマンによって見いだされてウィンダムヒル・レーベルとの契約を交わし、デビュー作『Breakfast in the Field』や、名作『Aerial Boundaries』で革新的な奏法によって、アコースティック・ギターの可能性を広げ、1997年12月3日、自動車事故による没後も、フィンガー・スタイルに大きな影響を及ぼしている。


  


  

  南澤：当時の資料を見ると、リリースは1988年6月。 とすると垂石さんがお聞きになったのは、やはり再販のCDですね。ヘッジス・ショックのあとの’90年は意外と谷間の時代で。マイケル・ヘッジスが2枚目となる“Aerial Boundaries”をリリースしたのが’84年。来日していたのが86年あたり。’90年にリリースした“Taproot“になると、アコギ・ソロの楽曲が減っていく時期だから。

  

  垂石：ヘッジスが来日して、南澤さんがギター・クリニックなどをお手伝いされていたのは、その’86年ですか？

  

  南澤：そう、その頃は中川イサトさんや岡崎倫典さん、スチール弦のアコギ界隈の人はヘッジス・ショックで盛り上がっていたわけですね。で、盛り上がっている中、’87年にヘッジスはヴォーカル・アルバムをリリース。

  すごいはスゴイんだけど、やっぱり“Aerial Boundaries”のような衝撃を欲していた人は「うーん…」って、なっていたのかなと思います。

  

  垂石：ヘッジス・ショックがあった’80年半ば。そして’90年代の谷間の時代が訪れ、ヘッジスが’97年に亡くなって、少し落ち着いてきた頃にトミー・エマニュエルのソロ・アルバムが出たのが2000年頃。時代の変化を感じますね。

  

  南澤：ちょうどヘッジス・フォロワーがいっぱい出て、特殊奏法系にみんな行っていた時期ですよね。オーソドックスなスタイルのギタリストが出るべくして出てきた、と言う感じなのかな。僕はその頃、全然アコギ界にタッチしていないので、実はよく分からないのです(笑)。

  

  ■ウィンダム・ヒル・レーベルとの出会い

  

  垂石：南澤さんの音楽の遍歴について聞かせてください。ウィンダム・ヒル・レーベルとの出会いなども。

  

  南澤：高校の頃、勉強の時に流すBGMを探していて、言葉が邪魔になるので日本語の歌モノ以外、洋楽やインストを好んで聞いていました。当時NHK-FMの“軽音楽をあなたに”や、“クロスオーバーイレブン”など、FM雑誌の番組表で“ギター” って書いてある番組を重点的に端から聴いて、アール・クルーやラリー・コリエル、そして“ウィリアム・アッカーマン”に出会いました。

  


  


  ウィリアム・アッカーマン
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  1949年生まれ、音楽プロデューサー、作曲家、ギタリストでウィンダム・ヒル・レコードの創始者。日本でも1980年代当時キャニオンレコードから同レーベルのアルバムが発売され、その叙情的で透明感のある、しっとりとした旋律が、このレーベルの特徴で、国 内でも圧倒的な支持層が存在し、癒し系ニューエイジ音楽の最高峰として君臨。ジョージ・ウィンストンやマイケル・ヘッジスなどのニューエイジ系アコースティック音楽を世に広めた。


  


  

  垂石：受験勉強の嗜みでしたか。

  

  南澤： 60分のカセット・テープにエア・チェックした音楽をいっぱいに入れておいて、それを聞きながら勉強してカセットが終わるとちょうど1時間。で、「じゃあ10分休もう」とか、そういうサイクルを作るためにも使っていましたね。“喜多郎” “姫神” “クスコ”とか。ギターにこだわらず、シンセサイザーを含んだインスト系を、ものすごく聴きましたね。

  

  垂石：ヒーリング・ミュージック・シーンの祖みたいなライン・ナップですね。僕が聴いていた当時のFMでも、番組でCD1枚分、丸々紹介してくれましたもんね。買わなくてもいいぐらい(笑)。

  

  南澤：そう、結構「こんなに放送していいのか」っていうぐらい流して。

  番組をメタル・テープで録って、ダブル・カセットで曲だけ編集したりして。…若い人に通じるかな?（苦笑）

  

  垂石：そんな情報が少なかった時代に立ち上げていたギター同好会“ギタリスツ”はギター・サークルに所属していた大学時代のスタートですか？

  

  南澤：まずウィンダム・ヒル・レーベルの情報が欲しくてファン・クラブに入りました。日本での発売元のレコード会社に出入りするようになり、大学には行かなくなり（笑）。そのウィンダム・ヒルのファン・クラブの中で、ギターに特化した部会として“ギタリスツ”を作りました。みんな情報に飢えていたので、機関誌を作って、石川鷹彦さんとか、プロ・ギタリストの方にも勝手に送っちゃったりしていましたね。

  

  垂石：そのアルファ・レコードの頃に携わったギタリストさんはどんな方々ですか？

  

  南澤：来日してお会いしたのはウィンダム・ヒル・レーベルの創始者ウィリアム・アッカーマンとマイケル・ヘッジス。タック&パティはライヴを見に行かせてもらいました。あとは“Interiors”のギタリスト野中英紀さん、そして日向大介さんの家に遊びに行ったり。その日向さんの誘いで、お兄さんである日向敏文さんの“愛という名のもとに”のレコーディングに参加させて頂きました。バイトした、働いたって記憶はごっそり抜けていますね(笑)。

  

  垂石：タック&パティに関しては、僕も当時、横浜駅にあったHMVレコードのインストア・ライブに行きました！変なギター小僧が目の前ですごい頷きながら聴いているものだから、気になったのでしょうかね、タックが終了後に声掛けてくれて。緊張して何を話したかは全く覚えていないのですが、穏やかな感じの人でした。プレイはあんなに激しいのに。(笑)

  

  南澤：タックもそうだったかもしれない。ヘッジスもいつも優しかった印象で、穏やかな感じの人。そういえば、歳はまだ若いですけど“ペッテリ・サリオラ”は、とてもヘッジスの感触に似ていますよね。顔も似ているけど。

  

  垂石：顔も？人柄だけではなく？

  

  南澤：顔も似ていますよ。穏やかさというか、すごい感触が似ていると思う。

  


  


  ペッテリ・サリオラ
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  1984年フィンランド生まれ。スラム奏法と呼ばれる演奏方法を編み出し、押尾コータローなど日本のアコースティック・ギタリストも影響を受けてこの奏法を使用しており、特に押尾コータローはペッテリ・サリオラを絶賛し、ライブでも共演している。楽曲はイ ンストゥルメンタルのみならず、自身でヴォーカルを取る歌も多く、作詞作曲ともに手がける。　(※アルバム“究明”ではライナーノーツの楽曲解説を垂石氏が担当している


  


  

  ■作曲のこと、“寂寥感”のこと

  

  垂石：マイケル・ヘッジスの好きな楽曲３つを頂きながら、南澤さんの音楽の本質に迫ってみたいと思います。

  

  南澤：“Aerial Boundaries”は、好きかどうかも、もはや分からないぐらい聴いてますね(笑)。アルバム“Oracle”の最後の2曲、“Sofa No.1”と“WhenI Was 4”を1セットでよく聴いて、でも本当に一番好きな曲は“Running Blind”。歌モノですね。

  

  垂石：学生時代から楽譜を書いてたら、もう体の一部になっていますよね。

  

  南澤：私は音楽で最も大切なのは「メロディ」だと思っていますが、“Aerial Boundaries“を改めて聴くと「これはメロディアスなのか…？」って悩みますね（笑）。“Running Blind”は、自分の作曲のテーマでもある“寂寥感”が好き。他の2曲も鎮魂歌のイメージです。

  

  垂石：哀愁とはちょっと違いますよね。“寂寥感”というキーワードが出た所で、作曲に対するインスピレーションの話などをお願いします。仕事で曲を作らせてもらうようなことが度々増えてきたのはうれしいのですが、僕も学生の頃からギター・アレンジが大好きで、よく“ファイナルファンタジー”もソロ・ギター・アレンジをしていました。南澤さんの創作活動のポイントや、原点を教えてください。

  

  南澤：自分にとっては、そもそもギターがメイン楽器というわけではないのです。作曲や音楽活動、全部ひっくるめると、実は“ピアノ”と“寂寥感”がポイントかな。自分のイメージする“寂寥感”をギターで表現するのは、楽器の構造上とても難しい。音も伸ばし続けられないし、クローズドの和声も難しい。ちなみに自分の根っこである“寂寥感”は、田宮二郎さん版の“白い巨塔”メイン・テーマや、“機動戦士ガンダム”BGMなど、渡辺岳夫さんの音楽から来ています。

  

  垂石：“白い巨塔”と聞くと、唐沢寿明さんと江口洋介さんが出てくる(笑)。

  自分もガンダムは大好きです。ストーリーも場面によっては人によって印象が違う随分違う捉え方ができてしまう。爽やかにも見えたり、青春ドラマのようにも見えたり、相手の人間の欲望が渦巻くようなシーンもあったりするから、戦闘シーンは印象的ですけど、劇中の寂寥感…。もう一度よく確認しておきます(笑)。

  

  南澤：コード進行で言うと“Ⅳ-Ⅲ-Ⅳ-ⅢでⅠに行かない”とか、“ⅠもⅤもない”とか。この辺がすごく自分ではツボでした。寂寥感では“1999年の夏休み”という映画の、ピアニストの中村由利子さんが手がけたサウンドト ラックも、自分の作曲の原点です。

  

  垂石：中村さんのお名前は、僕は“ジブリ美術館”で上映されている宮崎駿監督の短編映画の音楽を担当されて初めて意識しました。なるほど寂寥感を感じます(笑)。「ノスタルジック」とはちょっとまた違いますね。

  

  南澤：少しロマンチシズム寄りで、ちょっと甘い感じ。重なる部分は多いと思いますけどね。作曲という意味では原点で。広い意味ではエリック・サティの音楽も入ってきますね。ともあれ、当時、好きな楽曲を聴いていたら「あれ、なんか手触りが同じだな」と思って。結局「やりたいのはピアノなんだなぁ」と。こんなにギターを弾く前はピアノで曲を作っていました。

  

  垂石：旋律的にもやっぱりピアノの音を求めていた。そこから作曲のキャリアのスタートですか。

  

  南澤：ギターでは出しにくい“音の跳躍”も容易なので、自由度が高いですしね。作家・綾辻行人さんの小説“暗闇の囁き” が舞台化された際に音楽を依頼されて。それが’94年のことです。そのご縁で、後に綾辻さんからゲーム音楽の仕事を頂いて、ある意味これが人生を変えました。狂ったように作っていましたね。

  

  垂石：南澤さん27歳、青春真っ盛り！その狂ったように作っていた時も含めて、インスピレーションの根源はどんなものなのですか？

  

  南澤：自分のアルバムを作るとか、自由に作曲する事もあまりなくて。劇伴などのサントラで言えば、主となる物語であるとか、CM曲だったらCMの元素材があって、そこに音楽を付けるっていう仕事の仕方なので、作曲というよりは選曲です。それぞれのテーマに対してどういう曲が合うかをまず考える。それが悲しいメロディなのか、歌モノなのか、激しいドラムのリズムなのか。決まった要素から埋めていくような感じです。

  

  垂石：ジグソーパズルの様に、“モヤッ”とした像がある。

  

  南澤：先にどういうものが必要とされているのかを把握する必要はあります。例えば自作品の“雨の停留所”だと、まずギターの音をイメージする。

  次はリズム。8つのアルペジオだとちょっと遅いし、ストロークだと激し過ぎる。じゃあ、3フィンガー系のアルペジオのリズムに乗せてメロディを配置するなど、ですね。

  

  垂石：曲の演奏技法だったり、聴いてきた音楽だったり、そういったところで“チャンネル分け”が成されていて、そこからイメージを作り出すような。「これと、これと、これを足すと、こうなる」っていう、豊富なチャンネルから見つけてくるわけですね。

  

  南澤：最初は選曲だからそうですね。あくまでサントラの話ですけども、当然、特定の曲に似すぎたり、パクリにならないように気を付けます。メロディが要らないとこでもメロディを入れて、それが自分のサインになれば、っていうような書き方はしますね。

  

  垂石：南澤さんのソロ・ギター作品でよく聴く曲も、やっぱり元となるイメージはピアノが結構多いのですね。

  

  南澤：そうですね。今ライブなどで弾いている“雨の停留所”とか“故郷への長い道”は初めからギターで作りましたけど、“月”や“星を継ぐもの”とかは、大概ギターではないですね。クライアントからは「こんなテイストの曲を」って依頼が多々あるじゃないですか、そこに焦点を当てて外枠から作る感じ。「好きに作っていいよ」って言われたら困りません？

  

  垂石：僕は曲の最小単位のモチーフ、例えば３つの音を膨らませたりする事が好きで。3つ音がポンポンポンって閃いちゃったら、もう仕事を忘れて作りたくなっちゃうかな。

  

  南澤：そのあとは編曲力ですもんね。ヘッジスも「Baby Toes」を解説している動画で、そう言っていましたね。

  

  垂石：ヘッジス先生…。及びがたい…。やはりギターで弾きたい、ギターで何か表現したい。ギターだけの表現にどうしてもこだわりたくなっちゃうっていうのが僕の悪い癖(笑)。南澤さんを始め、作曲家さんの楽器を選ばないっていう、自由度は憧れです。

  

  南澤：僕はたまたまギターじゃなくてピアノでしたけど、でも普段イベントなどで自作品を聴いてもらうには、ギターに置き換えるしか他に道がないだけです(笑)。

  

  ■ソロ・ギター・プレイのこだわり

  

  垂石：元々ピアノが創作の出発点であるが故の、“南澤さんならではのギター・プレイへのこだわり”を全国のギター・セミナーでもお話されていると思いますが、そこを掘り下げてみようかと思います。演奏時の注意点、いろいろと気にしている事など教えてください。

  

  南澤：自分としては、メロディを必ず意識して、頭の中で歌いながら弾いていますね。「ここがメロディです」っていう意識をしながら弾いて、聴いて頂く。こういうメロディの曲ですよ、っていうのをできるだけ丁寧に提示して、また歌うように弾くためにも、テクニック面では消音を行います。あとは伴奏とメロディとの差別化や、音量、指先のタッチ、その立体感ですね。頭の中の理想形は、ソロギター用の楽譜を追って演奏していくイメージではなくて、その曲を歌っているだけのイメージ。手は勝手に動いているような感じです。伴奏パートは手が勝手に動いていて、メロディ・パートを自分が歌って、プレイしているようなイメージでいたいんですよね。

  

  垂石：ライブ中に気にされていることはありますか。

  

  南澤：心が折れやすいので、できるだけ折れないように(笑)。演奏で折れることはないけど、だいたいMCで折れる(笑)。

  

  垂石：僕も同じです(笑)。例えばギター愛好家の方から、「部屋でギターを弾くのは好き。だけど人前で弾くなんてとんでもない！」っていう方、結構多いと思うんですよ。僕も昔そうでした。そんな皆さんに向けて、自信に繋げられるお話ができると楽しいかなと思いました。“プロがやっている、自信への繋げかた“。

  

  南澤：ギター・セミナーでよくこんな話をします。練習の達成具合を“100”とする。でも本番では発揮できる力は“20”とか、そんなぐらいです（笑）。

  ここを解決するには2つの考え方があって、練習の“100”が“150”や“200”に向上するようにトレーニングする。これは自分の実力をアップするための練習、ということですね。もう一つは本番の“20”を、どう底上げして“30”や“40”にするか。これは演奏力というよりも、本番に対するメンタルの強化だと言えます。そもそも練習で出来た事がそのまま本番で出来るわけも無いので、本番という“場”に慣れることが大切です。

  

  垂石：自分が弾いていて楽しいものは、やっぱり皆さんに聴いてもらえると楽しい。そこには弾いている方も聴いている方もハッピーな時間が生まれますよね。例え自分が納得いかない演奏が出てしまっても、それはそれで聴いている人も喜んでもらえる事は多い。ただ上手い、下手じゃないというのが“ライブ”というコミュニケーション。で、やっぱり“ライブ”中はいろいろあるので“演奏中の拘りを持たない”。練習で拘って、ライブではあんまり拘らないこと、は考えていますね。もう一つ、読者の皆様に練習への取り組みなどのアドバイスなどを頂けますか？

  

  南澤：漠然とした答えであれば、楽しみながら練習してほしい。細かくやるなら、できるだけ楽譜をしっかり読み「覚えたな」と思っても、また楽譜に立ち返る。どっかで間違って覚えちゃうこともありますし、演奏しているうちに変わってきちゃうので、「もうバッチリ覚えた」って思っていても楽譜を見直したりする事は良いと思います。でも、「以前はこうだったけど、自分は今、弾きやすいからこうしている」っていう自覚を持って変えていくのは良いと思いますよ。

  

  垂石：新しい曲の練習の事初めには、練習のマイルストーン、目標の区切りを決める事も大事ですよね。1小節ごと、1小節を半分に区切って良いし、1拍でも良い。それを安定したリズムで弾けるテンポまで落として、例えばテンポを半分以下に落として、1つずつ目標をクリアして行けば良い、と僕も言ったりしています。

  

  南澤：「遅く弾く」は、とても大事ですけど、皆さん、あんまりやらないですよね。どうしても元の曲のイメージがあるから、元の曲の速いテンポというか、元の曲のテンポで弾きたくなっちゃう。そんなに最初から指も動かないし、ましてや頭で覚えきってないので体が動くわけがないですね。ゆっくりで良いのでテンポにムラが出ないように一定のテンポで練習するのは是非！です。

  

  垂石：普段の練習の話になったところで、もう一つ。最近出版されているソロギター譜も五線、タブ譜、ダイアグラム、奏法解説と、情報が結構多いじゃないですか。僕はこの解説のページまでよく読んでもらうように結構勧めます。実はココ、情報の宝庫ですから。

  

  南澤：これはもうホントに仰る通りで、ぜひ解説は読んでほしい。楽譜の書き方にしても、ダイアグラム譜にしても、指の指定にしても、何かしらその作曲者、編曲者の意図があり「ここはこうすると楽だからこの指になっている」事が結構あります。ダイアグラム譜も見ず、解説も読まず、指の指定とかも見ず、適当に弾いて「指が届きませーん」とか、ならない で欲しいな…と、切に願います。

  

  垂石：僕はクラシック・ギターで五線譜をトレーニングしましたが、そもそも楽譜を読み取るっていうのが難しいですよね。感情まで読み取るモノですし。タブ譜があったり、ダイアグラム譜があったり、演奏内容を読み取りやすくなる、情報量が多くなる事は良いことだと思うので、面倒臭がらず見るっていうのは、“急がば回れ”で上達の近道だったりするのかなと思ったりもしますね。そして、楽譜は1枚の絵として、ビジュアルで覚えちゃう。「Bメロ始まりは2ページ目の2段目の頭」とか。コーヒーでも飲みながら優雅に、曲を聴きながら楽譜を楽しむっていう時間は上質ですよ(笑)。

  

  南澤：同意です。紅茶でも飲みながら(笑)。

  

  垂石：こだわって楽譜を作ってらっしゃる姿勢を受けて、今回こうやっていろいろお世話になったカフェ日和ですが、普段からの楽譜作りのこだわりを教えてください。

  

  南澤：そもそも楽譜をきれいに書くための特別な勉強はしたことがなく、浄書の専門会社で修行したこともないので、全部自己流です。ユーザー目線で「この楽譜は見づらいな」とか「これはとてもきれいだな。読みやすいな」とかっていう自分なりの物差しがあるので、それらを形にするようには心掛けていますね。出版社によってもルールがありますが、できるだけ見た目として分かりやすくてきれいな楽譜にしたいと考えています。

  

  垂石：昔教わった先生に「楽譜の行間を読め、音符の距離を測れ」ってレッスンを受けたこともありました。

  

  南澤：そうです。楽譜ではない、普通の本でもそうですが、「どうしてこの本はこの行間で組まれているのか」とか「どのフォントが使われているのか」とか「どの字のサイズなのか」とか「ページ数がどこに付いているのか」など、そういうデザイン的なものには多分、全てに意味があるので、そこを汲み取ってくれるとうれしいですよね。浄書も最初、そもそもは校正が面倒臭かったのでやるようになったんです（笑）。

  

  垂石：でも、やっぱりお好きですよね、きっとね。

  

  南澤：うん、作業的には演奏しているよりは楽しいかな(笑)。

  

  ■楽譜集“ソロ・ギター／カフェ日和”所感

  

  南澤：今回ダイアグラム譜を担当するに当たり、垂石さんの楽譜で興味深かったのは、フォークから入ったアコギ弾きとは違う運指。薬指を使わないでCコードを押さたり、Gも薬指小指を使わない。これが意外と多かったので、もしフォーク系から入った方がこの楽譜を手に取ったのなら、その辺をポイントに見て頂けると良いかなと思います。

  

  垂石：このアプローチには、スラッキー・ギターのテクニックの影響もありますね。指の調子が悪くなってギターが弾けない時期があった時にリハビリの一環で、スラッキー・ギターも始めたのですが、これが楽しくて！ハワイっていう土地の感覚からこんなテクニックが生まれた経緯に触れたりして、「これでいいのだ！」みたいな、妙な納得を得た思い出があります。

  

  南澤：開放弦を弾くとコードになっている“オープン・チューニング”ですね。

  

  垂石：カフェ日和で言えば収録曲の「サンバースト」は元々、アンドリュー・ヨークも鉄弦でレコーディングしていますし、この楽譜集は結果キングレコードの作品「カフェ日和」の後追いですが、ナイロンでも鉄弦でも、どっちで弾いてもギターが喜んでくれるような、そういうアレンジを目指したつもりではありました。南澤さんも既にアレンジした事がある名曲ばかりの選曲ですし。

  

  南澤：鉄弦を弾いている方は何の気なしに楽譜を手に取ってくれるかもしれないし、それで「音源が出ているのなら聞いてみようか」っていうのでナイロン弦の音を聞くことになるかもしれないし。

  

  垂石：今回こうやって南澤さんにチェックしてもらった事をきっかけに、アコギを弾いている人も「ナイロンも良いじゃないの」って、クロスオーバーして頂ければ本当にうれしいですね。もちろんクラシック・ギターを弾いている人がアコギを弾いてみたり。

  

  南澤：今ではいろいろな楽譜が手に入ったり、音源を手に入れる事ができますが、模範演奏が鉄弦だろうがナイロン弦だろうが、自分の好きなギターで弾けば良いだけのことなので、自由に楽しんでほしいですね。

  

  垂石：キングレコードの夏目ディレクターもギタークラブ出身です(笑)。

  「カフェ日和」はそんな“ギター好きが集まって作った作品”。末永くご愛読を頂ける事を願っております！

  

  


  


  

  TAB譜付スコア

  「ソロ・ギター/カフェ日和」~癒しのギターでくつろぎのひととき

  http://amzn.asia/9oUxcbw
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  垂石雅俊氏の通販サイトから予約の際はサイン本として販売予定

  https://tarugitarre.thebase.in/

  確定いたしましたら情報を更新いたします。

  

  12月発売予定

  価格：2,160円 楽譜： 112ページ

  出版社：ドリームミュージックファクトリー

  

  曲目

  ・虹の彼方に

  ・タイム・アフター・タイム

  ・ティアーズ・イン・ヘヴン

  ・マイ・フェイヴァリット・シングス

  ・追憶

  ・ヒア・ゼア・アンド・エヴリホエア

  ・フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン

  ・イエスタデイ・ワンス・モア

  ・アメイジング・グレイス

  ・サンバースト

  ・僕の歌は君の歌 (ユア・ソング)

  ・カヴァティーナ

  ・スペイン

  ・星に願いを

  ・ポートレイト

  

  

  「アメイジング・グレイス」PDFファイル

  

  http://www.aco-world.com/acoworld/vol91/AmazingGrace.pdf

  


  


  

  CD「カフェ日和」~癒しのギターでくつろぎのひととき~

  http://amzn.asia/1jdYQb6
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  価格：1851円

  発売日：2012/11/7 レーベル: キングレコード

  

  1. 虹の彼方に(オーヴァー・ザ・レインボー)

  2. タイム・アフター・タイム

  3. ティアーズ・イン・ヘヴン

  4. マイ・フェイヴァリット・シングス

  5. 追憶

  6. ヒア・ゼア・アンド・エヴリホエア

  7. フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン

  8. 宇宙飛行士

  9. イエスタデイ・ワンス・モア

  10. アメイジング・グレイス

  11. サンバースト

  12. タイム・トゥ・セイ・グッバイ

  13. やさしく歌って

  14. 僕の歌は君の歌(ユア・ソング)

  15. カヴァティーナ

  16. スペイン

  17. 星に願いを

  

  


  


  

  ■プロフィール

  

  垂石雅俊　http://masatoshi-taruishi.com

  

  1977年2月18日生まれ。福島県出身。

  

  2012年にキングレコードにてメジャーデビュー。ギタリスト・プロデューサー・アレンジャー・コンポーザー・CEOの顔を持つ。多数のレコードや著作のリリースをはじめ、「モーリス・フィンガーピッキング・ディ」の審査員や、自身がプロデュースするイベント「ギターカーニヴァル」のオーガナイザーなど、ギターにこだわった音世界を拡散中。

  

  キングレコードより「カフェ日和 ～癒しのギターでくつろぎのひととき～」など、多数。著書に「弾きたい曲からはじめる！私のクラシックギターシリーズ」「ソロ・ギター練習帳」（リットーミュージック社刊）など。

  そのたおやかなギターサウンドはTV、ラジオなど、多くの主要メディアでも用いられている。日本スイーツ協会認定のスイーツ・コンシュルジュでもある。

  

  音楽教室ギターレ＆エアストはコチラ　http://www.saimusic.jp/

  

  

  南澤大介 http://www.bsvmusic.com

  

  1966年12月3日生まれ。

  作・編曲家として、プラネタリウムや演劇、TVなどのサウンドトラック制作を中心に活動中。

  近作に、NHK教育TV「しらべてゴー！」（作曲）、フジTV「ブザービート」（ギター演奏）など。

  高校時代にギターの弾き語りをはじめ、のちソロ・ギター・スタイルの音楽に傾倒。

  マイケル・ヘッジス、ウィリアム・アッカーマンら、ウィンダム・ヒル・レーベルのギタリストに多大な影響を受ける。

  1992年、TVドラマ「愛という名のもとに」サウンドトラック（作曲：日向敏文）への参加が、プロ・ギタリストとしてのデビュー。

  ギター1本でロックやポップスの名曲を演奏したCD付き楽譜集「ソロ・ギターのしらべ」シリーズが累計40万部を突破（2015年現在）し、楽譜としては異例のベストセラーを続けている。



  伊藤賢一 雑感コラム 　アコースティックはお好き？

  


  スティール弦とナイロン弦のアコースティックギターを使用し、その個性を生かした美しい音楽を奏でる伊藤賢一さんによるコラムです。演奏だけでなく、ギターそのものに対する造詣も深い伊藤さんのマニアックなお話をお楽しみください。

  


  第26回　この一枚を聴く（16）

  

  アコースティック・ギター・ワールド読者の皆さんこんにちは！ギタリストの伊藤賢一です。

  『この一枚を聴く』今回はベートーヴェンの音楽から幾つかピックアップしてみます。クラシックだから・・といって自ら敷居を高くしては勿体無いですよ！ぜひこの機会に親しんでみてほしいです。

  

  ～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

  

  　ベートーヴェンと聞くと、あの気難しい肖像画がまず思い浮かぶ人が多いだろう。「運命」の冒頭「ジャジャジャジャーン」の印象が強く、気難しさをいたずらに助長させている。私はいつもそこで「あさごはーん」と歌ってしまうのだが・・

  

  　気難しく、情熱的で、激しく、重厚。

  　ベートーヴェンに対してそんな印象を抱いている人がほとんどかもしれない。

  

  　しかし、ベートーヴェンが大好きで色々と親しんでみた私の印象は少々角度が異なる。「根っからのロマンチスト」「非常に優れた脚本家」「根回しが絶妙」。

  　ここで述べるのは偏った私見に過ぎないが、ベートーヴェンは「伝えたい事をどのように伝えるか」を音楽の構造の上に描くことができた。これが最もユニークなところだと思う。

  　音楽上に伝えたい感情が有るのか無いのかは非常に大きな別れ道で、職業音楽家中心の当時では非常に珍しいタイプだったのではないだろうか。

  

  私の好きな曲、演奏を今回は2つ紹介したい。

  

  1,ピアノ協奏曲第3番　トスカニーニ（指揮）NBC交響楽団　ルービンシュタイン

  （ピアノ）　1944年ライブ録音
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  　録音は流石に古いが、収められた音楽は全く色あせない。

  　特に第2楽章のルービンシュタインの歌わせ方は絶妙で、ドラマティックに走りすぎず骨格がしっかりしており、曲の持つ力に身を委ねるような演奏だ。またピアノに寄り沿うトスカニーニの指揮ぶりが見事。シンフォニーでは激しく厳しい指揮ぶりを見せる巨匠だけに、このギャップにまず心を持っていかれてしまう。余談だが、トスカニーニの録音は総じて金管が勝っている（バランス的に）ものが多く、弦のカンタービレがそれに負け気味なのがいつも悔しい。そういう人にとっては、この演奏でその溜飲を少しでも下げることができるだろう。このラルゴはベートーヴェンの作品の中で最も好きな曲のひとつで、一般的にもっと知られてほしいといつも願っている。

  

  2,ピアノ・ソナタ第2番　ブレハッチ（ピアノ）
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  　ポーランドの名手、言わずと知れた”ショパン弾き”ブレハッチだが、ベートーヴェンを演奏した録音は現在のところこれしか無い。最近のリサイタルでもベートーヴェンを取り上げているので今後の録音も期待されるが、この第2番だけで今のところ満足できるほどの名演奏だ。

  　カップリングがハイドンとモーツァルトという、古典派の3巨頭が揃ったプログラムは、それぞれの作風を浮き彫りにしている。ベートーヴェンの特徴である、骨格の頑丈さもここでは際立っている。第1楽章の第2主題の表れ方など、実に自然な流れであるとともに強い意思も感じる、ベートーヴェンならではの作風だと感じる。展開部において音型のリフレインを用いて音楽を調熟させまとめあげていくのも、実にうまい。ブレハッチの明朗で快活な演奏ぶりは、この曲の魅力を素晴らしく引き出していると思う。今回は古典派という括りでのプログラムだが、今後のベートーヴェンに焦点を当てたプロジェクトも期待せずにはいられない。


  


  

  伊藤賢一　http://kenichi-ito.com

  

  [image: ]

  1975年東京都新宿区生まれ 1994年　ギター専門学校（財）国際新堀芸術学院入学。

  1998年（財）国際新堀芸術学院卒業。以後ソロ活動へ。

  2001年フィンガーピッッキングデイ出場、チャレンジ賞獲得。

  2001年1stアルバム「String Man」リリース。

  2002年2ndアルバム「Slow」リリース。

  2007年3rdアルバム「海流」リリース。

  2010年4thアルバム「かざぐるま」リリース。

  2012年5thアルバム「Tree of Life」リリース。

  2013年ライブアルバム「リラ冷え街から」リリース。

  2015年初のギターデュオアルバム『LAST TRAP/小川倫生＆伊藤賢一』をリリース。

  2016年田野崎文(Vo)三好紅( Viora)とのトリオtri tonicaのアルバム「alba」リリース。

  2017年6thアルバム「Another Frame」リリース。



  [広告]sign-pole records
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  [広告]ソロギタークリスマス
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  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。


  


  

  冬本番ですね。師走がもうすぐそこまで来ています。

  毎年この時期に書いていますが、湿度が下がり始めています。アコースティックギターにとっては過酷な季節を迎えつつありますので、皆さん気をつけましょうね。

  私たちお店の人間は室内の加湿に気を使う日々が到来です。今年当店は新たに大型の加湿機能付きの空気清浄機を導入したので、それがどこまで機能してくれるか、楽しみでもあります。現在のところ十分な湿度を保っていますが、一番過酷なのは1月、2月ですから、その時に同じ気持ちでいられるといいですが…

  

  アコースティックギター一期一会、なるべく色々なギターを取り上げるようにはしており、被らないようにはしているのですが、今回は今年5月に続き再びチャキギターを取り上げます。当店は東日本で唯一、アーチトップギター製作の名工である辻四郎さんの楽器を取り扱っていることもあり、その辻さんが若き日に製作そしていたChakiギターは、ジャパンビンテージの中でも特別な存在なのです。
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  アコースティックギター一期一会、今回はその辻四郎さんが60年代に製作の基礎を作り、70年代中期にその指導を受けた弟子たちが製作したピックギター,Chaki P-70です。

  1947年に茶木純啓・初枝の夫婦により創業した茶木弦楽器製作所。コントラバスを中心に弦楽器の製造・販売・修理を行って来ましたが、60年代の中期にはピックギターの製造の着手します。当時20代だった若き職人、辻四郎を中心に製作されたピックギターは当時高額で一般人には高値の花であったギブソンギターを買えない若者たちに支持され、生産を増やして行きました。
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  　「半削り」と呼ばれるチャキ特有の工法は、まず単板スプルースをプレスでアーチをつけ、さらにハンドカービングでアーチをつけていく方法です。、美しくダイナミックなアーチの曲線と、年数を経ても変形が少なく耐久性があるチャキのギターの特徴の根拠でもあり、その特徴は独立後S.Tsujiブランドで更に研ぎ澄まされていくことになります。本楽器が製作された70年代中期ごろには、Chakiのピックギターの評判は海を越え、OEMで輸出されるようにもなりました。本器もそのように輸出向けに作られた1本で、ボディ内には海外ブランドであるSalvatoreブランドのラベルが貼られています。本楽器が逆輸入されたものなのか、海外に出荷される予定のものが注文のキャンセルなどによりスポット的に国内の流通に回されたかは不明です。この時期に製作されたP-70,P-80,P-100などでSalvatoreのラベルが貼られたものを時折見かけます。
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  　本器はかなり使用感があり、全体に塗装の曇りがあります。ただ演奏性につきましては入荷後に国内有名工房にてフレット交換、指板修正、ブリッジ駒調整等を行いましたので完璧なコンディションとなっております。ペグ、ピックガード、テールピース、ブリッジ駒はオリジナルです。

  枯れた音色と迫力のある低音、別世界の迫力がありました。特にボトルネックでのスライドサウンドは絶品です。さすが内田勘太郎さんのプレーで有名になったChakiギターですね。


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  イベント、ライブ情報


  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇イベント情報◇◇
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  ソロギタークリスマス

  12/23(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  出演：下山亮平、okapi、矢後憲太、奏帆

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　TEL 090-5443-7970（宮内家）

  Acoustic Guitar World info@aco-world.com

  イベント詳細

  http://www.aco-world.com/event/171223/

  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  12/16(土)東京・木場「堺福音教会 東京チャペル1F ホール」　

  井草聖二 クリスマスコンサート

  Open13:30 Start14:00

  入場無料

  お問い合わせ　http://www.tokyogospel.jp/?page_id=128

  

  2018年

  1/27(土)東京・六本木「六本木ライブバー softwind」　

  井草聖二 アコースティックギター・ソロライブ

  OPEN 13：00～ ①14：00～14：40 ②15：00～15：40

  40分×2ステージ・入れ替えなし

  料金2,500円+2オーダー

  お問い合わせ http://softwind.jp/live-schedule/2018/01

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  11/28(火)島根・松江「ハートランド」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,500円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ ０８５２−３１−２４２２

  

  11/29(水)大阪「スタジオSUGURI」　

  【稲岡大介＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ】

  ゲスト：大森ヒデノリ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円(別途1オーダー)

  お問い合わせ inaokamusic@gmail.com

  

  11/30(木)兵庫・宝塚「スタジオMino」　

  【稲岡大介＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ】

  Open13:30 Start14:00

  前売2,500円　当日3,000円(別途1オーダー)

  お問い合わせ inaokamusic@gmail.com

  

  12/1(金)三重・四日市「久茂」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ3,000円

  お問い合わせ http://ichiroblog.exblog.jp/21775789/

  

  12/2(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  12/16(土)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室内」　

  伊藤賢一ソロギターとスイーツのコラボ・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,500円（スイーツとコーヒー付き）

  

  2018年

  1/7(土)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室内」　

  稲岡大介＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,500円

  

  1/21(日)福島・須賀川「VIT Dalarna（ヴィート・ダラーナ）」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ3,500円(当日4,000円)

  お問い合わせ ０２４８−９４−６６２０

  

  1/24(水)東京・曙橋「Back In Town」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://backintown.jp/index.php?z=545408

  

  2/16(金)愛知・名古屋「源」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ０５２−７５１−２５５０

  

  2/17(土)兵庫・神戸「アップルギターズ」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open15:30 Start16:00

  チャージ2,300円

  お問い合わせ ０７８−３９１−１１３４

  

  2/18(日)兵庫・明石「ジャック＆ベティー」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open13:30 Start14:00

  チャージ2,200円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ ＊必ずご予約をお願い致します。

  メール、または電話でのご予約を承ります（なるべくメールでお願い致します）。

  メール： jack_betty_0810@yahoo.co.jp

  電話：０８０−１４６４−９８９０

  

  3/15(木)大阪・枚方「サカミティー」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open18:00 Start19:00

  チャージ2,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ kenichi.ito.stringman@gmail.com

  

  3/16(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,800円（別途2ドリンク）

  お問い合わせ ０７９８−６４−５４０５

  

  3/18(日)兵庫・姫路「岡こどもクリニック内」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open13:30 Start14:30

  チャージ2,000円

  お問い合わせ ０７９−２４３−０３７３

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  11/27(月)鹿児島「Live HEAVEN」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／今村 心(いまむら しん)

  Open19:00 Start19:30

  前売り 2,500円　当日 3,000円 （１ドリンク付き）

  前売りチケット（発売中）：

  ●チケットぴあ　TEL 0570-02-9999（P：597-434）

  （山形屋 / ブックスミスミ・オプシア / セブンイレブン）

  ●キャパルボPG/ 十字屋CROSS/ T-BONE/ 平川屋楽器店/ 鹿児島音協

  その他ポスター掲示店にて

  

  12/16(土)広島「HummingBird Cafe）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  12/1(金)東京・曙橋「 バックインタウン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：白井京子：アナウンサー

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円 （オーダー別）

  お問い合わせ TEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  

  12/9(土)大阪・心斎橋「 三木楽器Acoustic Inn（心斎橋）インストアーライブ 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円 （税込）

  お問い合わせ TEL 06-6211-2230

  

  12/10(日)奈良「 ビバリーヒルズ」

  岡崎倫典 with 平井宏（キーボード）ライブ

  ゲスト：MCタレント〝南かおり〟

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円 　当日4,500円（1ドリンクと1フード要オーダー）

  お問い合わせ TEL 0742-26-7444

  

  12/23(土)福岡・朝倉「 音茶　〜朝倉復興支援LIVE〜 」

  岡崎倫典ソロライブ

  O.A.：THE もー（三ケ尻聖一、羽野、山口）、櫻井健一郎

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円 　当日4,000円（要1 ドリンク）

  お問い合わせ TEL 0946-52-3672　又は　フィールドウイング TEL 0946-52-3671

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  11/29(水)栃木・那須町「雑貨feふじもじ屋」

  投げ銭LIVEコラボイベント

  1129（いいにく）の日に… 《1129・イイオト・イイコモノ to ヤサイ》という名前のコラボイベントを開催します♪

  「肉」「音楽」「こもの」「野菜」の異色のコラボレーションをお楽しみ下さい！

  ライブ：イースタンブルーム、小川倫生

  開催中は自由に出入り＆観覧いただけますが、投げ銭LIVEとなります。

  11:00 ～ 16:00

  お問い合わせ　雑貨feふじもじ屋　fujimojiya@gmail.com

  

  12/14(木)栃木・宇都宮「music bar Lynch」　

  Lynch Monthly Gig

  出演：小川倫生、読み書き堂

  22:15～ 、23:15～　2セット

  チャージ500円+1drink order

  お問い合わせ http://ogawa-michio.com/toi/

  

  12/17(日)栃木・下野「ショコラの食卓」

  クリスマス・スペシャルライブ

  Open17:30 Start19:00

  前売4,000円 　当日4,500円クリスマスディナー付き

  お問い合わせ 0285 40 8554 ショコラの食卓

  julia.moonstar8@gmail.com 　080 6755 9386 佐藤

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  2017年11月27日（月）　開場18:30 開演19:00

  第14回『川の町でミーティング』渡辺香津美meets押尾コータロー・ハイパーギター・デュオ！

  オリエンタルホテル広島　4Fボールルーム

  前売6,500円／当日7,000円(自由席)

  ※未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

  ※小学生以上はチケットが必要になります

  オリエンタルデザインギャラリー 082-240-9463 （11:00-19:00)

  http://www.oriental-hiroshima.com/event/kawanomachi_14.html

  【出演】渡辺香津美 / 押尾コータロー

  〔Opening Act〕六弦詩人義家（朗読.・ギター）『大地讃頌』より

  

  2017年12月03日（日）長野「中棚荘別邸「はりこし亭」」

  渡辺香津美ギターコンサートJAZZ LIVE 2017はりこし亭

  開場15:00開演15:30

  前売 6,000円　当日6,500円（自由席 ワンドリンク付）

  ※当日12時より、中棚荘にて受付開始（整理券配布）

  中棚荘 0267-22-1511

  http://nakadanasou.com

  〔出演〕渡辺香津美〔ゲスト〕押尾コータロー

  

  2017年12月09日（土）　開場17:30 開演18:00

  夢チカLIVE クリスマスSP in 共済ホール

  共済ホール（札幌）

  前売 6,000円（全席指定/税込）　当日 6,500円（全席指定/税込）

  【夢チカライブクリスマスSPのアーティスト先行予約】

  受付期間：10/12(木)12:00-10/15(日)23:59

  受付URL：https://l-tike.com/st1/yumechika-xmas

  受付方法：ローソンチケットWEB　※無料会員登録が必要です。

  11/4(土)

  ウエス011-614-9999(月-金11:00-18:00)

  http://www.htb.co.jp/yumechika/xmas/

  〔出演〕

  押尾コータロー／Shiho(ex.Fried Pride)／Skoop On Somebody／DEPAPEPE／寺久保エレナ

  

  2017年12月14日（木）　開場17:45 開演18:30

  押尾コータロー15th Anniversary Special Live -Anytime Together!!! -　(東京公演)

  Bunkamuraオーチャードホール（東京）

  6,500円（全席指定/税込）

  ＜チケット発売所＞

  ●キョードー東京　0570-550-799

  　（平日 11:00-18:00／土日祝 10:00-18:00）

  ●Bunkamuraチケットセンター　03-3477-9999

  ●チケットぴあ　0570-02-9999「Pコード:337-848」

  ●ローソンチケット　0570-08-4003「Lコード:73712」

  ●CNプレイガイド　0570-08-9999

  ●イープラス　http://eplus.jp

  ◇ファンクラブ先行予約があります。[受付期間：7/10（月)-7/25（火）まで]

  受付期間中に新規でご入会いただくと、ご入会手続きと同時にファンクラブ先行予約で お申し込みいただけますので、是非この機会にご入会ください。

  詳しくは特設ページをご覧ください。

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/15th_special_live/index.html

  現在、ファンクラブにご入会いただいている方には、ご案内を郵送させていただきました(7/7)。

  またファンクラブサイトでもご覧いただけます。

  ※未就学児童のご入場はできません。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。 ※お1人様4枚まで。

  ※小学生〜専門学生、大学生の方は公演当日1,000円キャッシュバックいたします。

  当日、学生証（小学生の方は年齢確認が出来るもの）をご提示ください。

  お忘れになった場合はご返金できません。

  ※0570で始まる番号は、一部携帯電話、PHS、CATV接続電話からのご利用はできません。

  9/30(土)　チケット一般発売

  キョードー東京　0570-550-799

  （平日 11:00-18:00／土日祝 10:00-18:00）

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/15th_special_live/

  

  2017年12月17日（日）　開場14:00　開演15:00

  第九ひろしま2017

  広島サンプラザホール（広島）

  前売 3,800円 当日 4,500円（自由席）

  ※4歳以上は有料、3歳以下のお子様のご入場はできません。

  2017年10月初旬より販売予定

  中国放送事業部　第九事務局　082-222-1133

  https://www.facebook.com/dai9hiroshima/

  【出演】

  〔第一部〕

  押尾コータロー

  指揮：曽我大介

  管弦楽：広島交響楽団

  〔第二部〕　

  指揮：曽我大介

  管弦楽：広島交響楽団

  独唱：ソプラノ/小林沙羅　アルト/坂本朱 テノール/水口聡　バリトン/大山大輔

  合唱：第九ひろしま2017合唱団

  ※第九ひろしま2017の最新情報、合唱団員募集については公式facebookページをご覧ください。

  https://www.facebook.com/dai9hiroshima/

  

  2017年12月24日（日）　開場17:00 開演18:00

  押尾コータロー15th Anniversary Special Live -Anytime Together!!! -（大阪公演）

  フェスティバルホール（大阪）

  6,500円（全席指定/税込）

  ●チケットぴあ　0570-02-9999「Pコード:337-024」

  ●ローソンチケット　0570-084-005「Lコード:54395」

  ●CNプレイガイド　0570-08-9999

  ●イープラス　http://eplus.jp

  ●モバイルサイトGREENS!チケット

  　http://www.greens-corp.co.jp

  ●フェスティバルホール オンラインチケット（要事前会員登録）

  　http://www.festivalhall.jp

  ※未就学児童のご入場はできません。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。 ※お1人様4枚まで。

  ※小学生-専門学生、大学生の方は公演当日1,000円キャッシュバックいたします。

  当日、学生証（小学生の方は年齢確認が出来るもの）をご提示ください。お忘れになった場合はご返金できません。

  ※本公演は映像収録を予定しています。客席シーンも映り込む可能性もございますので、予めご了承ください。

  ※0570で始まる番号は、一部携帯電話、PHS、CATV接続電話からのご利用はできません。

  〔チケット発売日〕

  9/30(土)チケット一般発売

  ◇ファンクラブ先行予約があります。[受付期間：7/10（月)-7/25（火）まで]

  受付期間中に新規でご入会いただくと、ご入会手続きと同時にファンクラブ先行予約でお申し込みいただけますので、 是非この機会にご入会ください。

  詳しくは特設ページをご覧ください。

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/15th_special_live/index.html

  現在、ファンクラブにご入会いただいている方には、ご案内を郵送させていただきました(7/7)。

  またファンクラブサイトでもご覧いただけます。

  9/30(土)チケット一般発売

  GREENS　06-6882-1224（平日11:00-19:00）

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/15th_special_live/

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batalog.ojaru.jp

  

  12/8(金)大阪・桃谷「Anie」

  川畑トモアキ　ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,500円(ドリンク代別途)

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  12/17(日)兵庫・神戸「コアキタマチ・ショッピングセンター」

  川畑トモアキ　ソロギターライブ

  1部　13:30〜

  2部　15:30〜

  観覧無料

  お問い合わせ　http://www.corekitamachi.com

  

  12/22(金)兵庫・神戸元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ　ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,000円＆ドリンク、お席代３００円別途

  お問い合わせ 　http://nanos.jp/theaterjazzy

  

  12/23(土)大阪・高石「ら・さぼうる」

  川畑トモアキ　ソロギターライブ

  Open17:45 Start18:30

  前売1,500円　当日2,000円お食事付きセット３０００円（要ご予約）

  お問い合わせ http://sabouru.com

  

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.jpp.co.jp/capo/

  

  12/14(木)神奈川・日吉「Nap」

  岸部眞明　ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売り3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  12/15(金)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  岸部眞明　ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  チケット3,240円（ご飲食別）　

  お客様には1ドリンク＋1フード以上のオーダーをお願いしています。

  お問い合わせ インターネット予約 http://homepage3.nifty.com/backintown/ 　　　

  もしくは 電話予約 TEL03-3353-4655 でお申込下さい。

  

  12/16(土)東京・水道橋「カフェRIJN」

  岸部眞明　ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  チケット3,500円　

  お問い合わせ https://www.caferijn.com/

  

  12/17(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  岸部眞明　ソロライブ

  Open17:30 Start18:30

  チケット3,240円　(税込み）（ドリンク別）

  お問い合わせ ご予約先：048-788-6033

  http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  2018年

  1/8(日)奈良「奈良県立美術館」

  奈良 ミュージアムコンサート

  出演 : 伍々慧

  Start14:00

  料金無料

  お問い合わせ 奈良県立美術館 0742-23-3968

  

  1/27(土)大阪・豊中「neiro cafe」

  伍々慧　完全生音ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円（要予約・オーダー）

  お問合わせ 　 neiro cafe 06-6842-7712

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  12/2(土)石川・白山「ポンポロプー」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start19:30（３階 Like a Hall）

  前売り2,500円当日3,000円

  18才未満 前売り1,500円当日2,000円(別途ドリンク代必要￥３００～)

  お問合わせ Tel：076-214-6236

  

  12/3(日)新潟「Capotast」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売り3,000円当日3,500円（共にドリンク代別途500円必要）

  お問合わせ 　025-250-0290

  

  12/4(月)山形・酒田「Blues Hiro」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問合わせ 　0234-24-4016（Blues Hiro）

  　　　　　e-mail：b-hiro13@poem.ocn.ne.jp

  　ご予約/TEL：080-1654-2232(伊藤)

  

  12/10(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円(税込み3,240円)ドリンク代別途必要

  お問合わせ Tel:090-5443-7970　fax:048-873-8125

  

  12/15(金)長崎「つどい亭」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売り3,000円当日3,500円(要１ドリンクオーダー)

  お問合わせ 090-1086-3651（イチノセ）

  　　　　 e-mail：josefeen@ngs2.cncm.ne.jp　　

  

  12/16(土)佐賀「LIVE BAR 雷神」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,300円（１ドリンク付）

  お問合わせ 0952-60-6202　FAX：0952-60-6212　

  　　　　　e-mail：info@livebar-risin.com

  

  12/17(日)山口・徳山「Live house GUMBO」

  小松原俊ソロライブ

  Open16:00 Start17:00

  前売り3,000円当日3,300円（共に別途ドリンク代必要）

  お問合わせ 0834-31-1051

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  12/3(日)東京・千住「東京芸術センターの有るマンション 1503号室」

  坂元昭二「唄ものライブ」VOL.2

  Open14:00 Start14:30

  料金4,000円（飲食無し、持ち込み可） ※25名限定！　

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 ディセンバー　

  

  12/9(土)兵庫・西宮「花カフェ」

  「まぼろしのハーモニー 10年振りの復活」

  Madam Rey & Shoji Sakamoto Joint Concert

  出演：坂元 昭二、Madam Rey（元プロ野球選手　田尾安志さんの奥さん）

  OA：田尾洋輔

  ピアノ：中瀬 茂義

  　 Open17:00 Start18:30

  料金5,000円軽食付き(ソフトドリンク飲み放題)　※アルコール別料金　　

  予約　１）tel 080-4012-6336 december ashiya（神吉）

  　２）mail aotoshironolondo@gmail.com

  　３）郵便振替　　口座番号　00930-5-145992 　加入者名　神吉章子

  　振替用紙の備考欄に　お名前、住所、人数を明記の上お申し込みください。

  　振り込み確認後チケットをお送り致します。　

  

  12/10(日)大阪「5th Street」

  坂元昭二&さだマニア・スペシャル・ライブ

  Open17:30 Start18:00

  予約3,000円　当日3,500円（ドリンク別)　

  お問い合わせ tel.06-6538-1533 5th Street

  

  12/16(土)埼玉・上尾「プラス・イレヴン」

  坂元昭二ギター・ライブ～風のワルツ～

  Open15:00 Start18:00

  予約3,000円　当日3,500円※共に要別途1ドリンク　

  お問い合わせ プラス・イレヴン 048-788-3996

  

  12/24(日)埼玉・武蔵浦和「コミュニティセンター多目的ホール」

  坂元昭二クリスマス・コンサート

  スペシャルゲスト：宅間久善

  Open13:30 Start14:00

  料金1,500円（飲食無し、持ち込み可） ※25名限定！　

  お問い合わせ 11月中旬予約開始。日にちが決まったら坂元昭二HP等でお知らせします

  

  2018年

  1/13(土)大阪「ミノヤホール」

  坂元昭二 謹賀新年コンサート　VOL.7

  出演：坂元昭二、亀岡利行、Tsukishin

  Open12:30 Start13:00

  予約3,500円　当日4,000円 ドリンク別　高校生以下1,000円割引

  お問い合わせ 　https://reserva.be/december/reserve?mode=service_staff&search_evt_no=02eJwzMTEwMgAAAv0A-w

  

  2/10(土)千葉「ジャズバー クリッパー」

  坂元昭二ライブ　～午後の茶話会～

  Open13:30 Start14:00

  予約2,500円　当日3,000円 ドリンク別途

  お問い合わせ 　tel. 043-239-9240 クリッパー

  

  

  ■ザビエル大村　http://www.eonet.ne.jp/~xavier-ohmura/

  

  12/2(土)大阪・北浜「活力屋」

  〜The Waters・ザビエル大村〜

  Open18:00 Start19:00

  投げ銭

  お問い合わせ 　06-6945-1566

  

  12/9(土)大阪・豊中「音色カフェ」

  ザビエル大村ソロライブ

  Open15:00 Start16:00

  料金3,000円（ドリンク別要）

  お問い合わせ06-6842-7712

  

  12/23(土)兵庫・甲子園口「Uncle Jam」

  ザビエル大村&豊田渉平

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円　（2Drink別要）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  12/27(水)愛知・名古屋「OTIS」

  ザビエル大村ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金1,500円＋テーブルチャージ300円（ドリンク別要）

  お問い合わせ 052-262-5038

  

  12/28(木)三重・鈴鹿「亜月」

  ザビエル大村ソロライブ

  OA：OKu-G

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別要）

  お問い合わせ 0593-84-8027

  

  2018年

  1/20(土)東京・高井戸「Live spot Suzume（スナックすずめ）」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ　xavier_guitar@ares.eonet.ne.jp

  

  1/21(日)東京・八王子「あーちゃんバー"たらふく"」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  19:00頃からダラダラとスタート

  投げ銭

  お問い合わせ　xavier_guitar@ares.eonet.ne.jp

  

  1/22(月)東京・赤坂「ふらっとんカンティーナ」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ　info@flatton.com

  

  1/23(火)神奈川・小田原「フォーク酒場 KA BOSS」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 　0465-46-7216

  

  1/24(水)静岡「UHU」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（Drink別）

  お問い合わせ 　054-253-1418

  　　　　MAIL： info@livehouse-uhu.com

  

  1/26(金)愛知・名古屋「Breath」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円＋ 1drink ＋ food

  お問い合わせ https://breath.shop-pro.jp/?pid=124198150

  

  1/27(土)愛知・西尾「さんがい亭」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 0563-57-4444

  

  1/28(日)三重・四日市「EAST」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（Drink別）

  お問い合わせ 　059-351-5010　　MAIL：bareast@nifty.com

  

  1/30(火)大阪・北浜「雲州堂」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 06-6361-3903

  

  2/1(木)大阪・堀江「5th Street」

  浜田隆史 ＆ ザビエル大村 ラグタイム・ギターの宴

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 06-6538-1533

  

  3/10(土)大阪・北浜「雲州堂」

  ザビエル大村 独演会

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円(Drink別）

  お問い合わせ 06-6361-3903

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  12/23(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  ソロギタークリスマス

  出演：下山亮平、okapi、矢後憲太、奏帆

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　TEL 090-5443-7970（宮内家）

  Acoustic Guitar World info@aco-world.com

  イベント詳細

  http://www.aco-world.com/event/171223/

  

  12/27(水)大阪・豊中「neiro cafe」

  中川イサト 下山亮平　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円（ドリンク別途）SOLD OUT〈満席になりました〉

  お問い合わせ TEL0668427712

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  

  

  12/3(日)福岡「島村楽器アミュプラザ博多店」

  全行程！全部見せます！その場でソロギターアレンジ２＆城直樹ミニライブ

  【出演者】城直樹

  【セミナー＆城直樹ミニライブ開催時間】

  13:00-14:50

  【レッスン（希望者）】

  15:00-15:40

  15:50-16:30

  16:40-17:20

  【料金】

  【セミナー＆ミニライブ】島村楽器会員　1,800円　/　一般　2,000円

  【プライベートレッスン】島村楽器会員　2,700円　/　一般　3,000円

  ※「プライベートレッスン」のみの参加は出来ません。プライベートレッスンは「セミナー＆ミニライブ」への参加者が対象です。

  お問い合わせ　TEL: 092-413-5415（森川）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  2018年

  1/14(日)福岡「島村楽器アミュプラザ博多店」

  初心者歓迎！「あなたも出演！ソロギターライブ！」（レッスン付！）＆城直樹ミニライブ

  【出演者】城直樹

  【セミナー＆城直樹ミニライブ開催時間】

  14:00-15:50

  【レッスン（希望者）】

  11:00-11:40

  11:50-12:30

  12:40-13:20

  16:00-16:40

  【料金】

  島村楽器会員　4,000円　/　一般￥4,300円

  （レッスン費用とライブ参加費用の合計金額です）

  お問い合わせ　TEL: 092-413-5415（森川）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  12/9( 土)大阪・南堀江「 5th Street」

  ～今宵のBGMは“20歳の幸子をもう一度”

  スペシャル・ゲスト：ばんばひろふみ

  Open16:00 Start17:00

  前売3,500円　当日4,000円（＋要１ドリンク）

  お問い合わせ 06-6538-1533

  

  2018年

  2/2(金)香川・高松「RUFFHOUSE」

  ～誕生日前野菜？～

  超スペシャル・ゲストあり！

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ https://tiget.net/events/19121

  

  2/3(土)大阪・高槻「MUSIC SQUARE 1624 」

  ～最強！アコギブルースの世界～

  ジェフ・アチソン　　ホスト：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円

  お問い合わせ 072-691-1624

  

  2/4(日)大神奈川・横浜「PARADISE CAFE」

  ～最強！アコギブルースの世界～

  ジェフ・アチソン　　ホスト：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円（税込・飲食代別）

  お問い合わせ 　045-228-1668

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  12/9(土)三重・四日市「SIXTYSIX」

  野分

  山崎のりこ（歌） 見掛英治（ベース） 竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start20:00

  料金1,500円

  お問い合わせ ０５９－３５２－４９７７

  

  2018年

  1/27(土)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Live Vol.46

  野分　山崎のりこ（歌）竹内いちろ（ギター・歌）

  Open16:00 Start16:30

  料金2,500円

  http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  2/23(金)京都「村川久夢宅」

  竹内いちろソロライブ　生音

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  懇親会はソフトドリンクの方1,000円

  アルコールの方1,500円

  お問い合わせ　http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  3/11(日)三重・四日市「すわ公園交流館」

  すわSUNDAYライブ

  竹内いちろソロライブ

  14:00〜15:30

  無料

  お問い合わせ　http://suwakouen-kouryukan.com/index.html

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  12/3(日)京都「GLOBE MOUNTAIN COFFEE」

  田中彬博 SOLO LIVE

  Open19:30 Start20:00

  料金3,500円

  お問い合わせ 075-812-0606（GLOBE MOUNTAIN COFFEE）

  

  12/9(土)広島「28cafe & kitchen」

  "TANAKA AKIHIRO CHRISTMAS ACOUSTIC LIVE"

  Open17:00 Start17:30

  料金5,000円（1Drink & Snack付）

  お問い合わせ082-567-5011（TANAKA AKIHIRO 事務局）

  MAIL：clip@h-tp.co.jp

  

  12/27(水)京都・河原町五条「アウノウンパーラ」

  田中彬博 - Unplugged vol.6 -

  Open19:00 Start19:30

  料金3,500円（1ドリンク付）要予約

  お問い合わせaunounparlour@gmail.com または　080-3873-2121（担当：岸本）

  

  1/20(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院 DENホール」

  “Pure Acoustic Live vol.90"

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円要予約

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp（浜名外科医院）

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda.com

  

  12/7(木)京都「アウノウンパーラー」

  豊田渉平、大江和基@アウノウンパーラー

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ 　shoheitoyoda6@gmail.com

  

  12/10(日)徳島「寅屋」

  KSK GUITAR TRIO@寅屋

  【出演】古橋一晃、エバラ健太、豊田渉平

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク要オーダーです）

  お問い合わせ 　shoheitoyoda6@gmail.com

  

  12/12(火)大阪・南堀江「5th Street」

  ギャロッピング普及委員会【東西合戦！】＠5th Street

  【出演】古橋一晃、豊田渉平

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（別途で１ドリンク、１フードオーダーをお願い致します）

  お問い合わせ

  

  12/13(水)京都「モダンタイムス」

  ギャロッピング普及委員会【東西合戦！】＠モダンタイムス

  【出演】古橋一晃、豊田渉平

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（別途で１ドリンク、１フードオーダーをお願い致します）

  お問い合わせ 075-212-8385

  

  12/16(土)大阪・豊中「neiro cafe」

  Shohei Toyoda @neiro cafe

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（１ドリンク要オーダーです）

  お問い合わせ shoheitoyoda6@gmail.com

  

  12/17(日)大阪「イシバシ楽器梅田店」

  SCole Clark、ギャロッピング奏法ワークショップ＆トークショー！

  Open15:30 Start16:00

  どなたでも参加無料です！（かならずご予約をお願いします）

  お問い合わせ Tel 0664861484

  

  12/23(土)兵庫・甲子園口「Uncle Jam」

  ザビエル大村&豊田渉平

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円　（2Drink別要）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  12/24(日)大阪・枚方「レストラン西本」

  クリスマスディナーライブ＠レストラン西本

  Start18:00

  ミュージックチャージはありません、レストランでの飲食をお願いします

  お問い合わせ Tel　072-866-0120

  

  12/30(土)京都「賀茂窯」

  三十日詣【音霊ライブ and 宇宙のお話】＠賀茂窯

  13:00~15:00 上賀茂神社に三十日詣

  15:00~18:00 セミナーとライブ

  料金6,000円(ドリンク、スコーン付)

  お問い合わせ Tel　075-723-0554

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2017/12/03（日）

  【宮崎県宮崎市】

  会場：ガーラム

  （宮崎市橘通り東３丁目３−１２ポールスタービル６Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-5298-6296

  開場／14：30　開演／15：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  12/7(木)愛媛・松山「スタジオOWL」　

  西山隆行 クリスマスライブ ツアー2017 in 愛媛

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  12/9(土)高知・吾川郡「Clef」　

  高知 Acoustic Music 〜西山 小松 森田のクリスマスライブ〜

  出演：西山隆行、小松森田

  Open18:30 Start19:00

  予約2,500円（+１dr別）当日3,000円（+１dr別）

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  12/13(水)静岡・浜松「IGUZIONE cafe」　

  西山隆行 クリスマスライブ ツアー2017 in 浜松

  Start19:30

  投げ銭形式＋オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  12/15(金)愛知・名古屋「Live Bar U-ree」　

  西山隆行 × KazuTomo Live in Nagoya

  出演：西山隆行、KazuTomo

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  12/16(土)東京・北参道「GRAPES KITASANDO」　

  西山隆行クリスマスライブ ツアー in 東京

  出演：西山隆行、小松森田

  Open12:00 Start13:00

  料金3,500円＋１drink＆１snack オーダー

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  12/1(金)北海道・札幌「ガッチャ」　

  出演：なかのうづめ（ピアノ、歌）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせTel: 011-221-1007（お店）

  

  12/9(土)北海道・札幌「 一風来（いっぷく）」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ 　tel :011-795-1622 （お店）

  

  12/13(水)福岡「スパイスハーブROJY」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（別途オーダー）

  お問い合わせ 　tel : 092-831-4712 （お店）

  

  12/14(木)福岡「奈古窯」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（中学生以下500円）

  お問い合わせ tel: 090-2852-7495（お店）

  

  12/15(金)福岡「カフェルフラン」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open15:15 Start16:00

  予約2,800円（当日3,000円／ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel: 092-716-7088（カフェ ルフラン）（30名限定）

  

  12/18(月)熊本・玉名「玉名温泉つかさの湯 」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  18:00～／20:00～

  料金：無料（入浴料がかかります。一般・大人700円、小人330円）

  お問い合わせ 　tel: 0968-72-7777（つかさの湯）

  

  12/19(火)福岡・大牟田「Caffe Chiffon（シフォン）」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：ろく（ギター、歌）

  Start19:30

  料金2,000円（要ワンオーダー）

  お問い合わせ 　tel: 0944-53-8956（シフォン）

  

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  12/2(土)東京・新宿「山野楽器ロックイン新宿 1F特設ステージ」

  D'Addario Live with 松井祐貴

  1stステージ：12:00〜12:30

  2ndステージ：14:30〜15:00

  チケット：観覧無料

  ご予約ご希望の方はメール本文に

  ・D’Addario Live with 松井祐貴観覧希望

  ・ご希望のお時間1stステージまたは2ndステージ

  ・お名前

  ・お電話番号

  をご記入いただき

  下記メールアドレスまでお送りください。

  各ステージ先着25名様までご予約承ります。

  ri-shinjuku-online@yamano-music.com

  

  12/9(土)東京・代々木「MUSE HALL」

  アコースティックな忘年会

  Open12:00 Start12:30

  前売4,000円 当日4,500円（演奏希望者はプラス500円）

  お問い合わせ 　http://yuki-matsui.com/event.html

  

  2018年

  3/10(土)東京・二子玉川「KIWA」

  ～Brand New Days～

  Open18:00 Start18:30

  前売4,000円　当日4,500円（1ドリンク別）

  チケット販売：11/01(水) 9:00〜

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  12/2(土)香川・高松「カフェスタイル　ハズキ」

  MOMO-ICHI NIPPON TOUR2017「告白」

  出演　丸山ももたろう 夏目一朗

  OA 高松千春 　

  Open19:00 Start20:00

  料金3,500円 w/1drink　

  お問い合わせ ハズキ　087-811-4530

  

  12/3(日)大阪・茨木「D-Bar」

  MOMO-ICHI NIPPON TOUR2017「告白」

  出演　丸山ももたろう 夏目一朗

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円+ order

  お問い合わせ D-Bar https://form.os7.biz/f/4f3e2dc0/

  

  12/16(土)愛知・名古屋「りとるびれっじ」

  MOMO-ICHI NIPPON TOUR2017「告白」

  出演　丸山ももたろう 夏目一朗

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円+1drink order　当日500円up

  お問い合わせ 　MUSIC FIELD 052-752-2346

  

  12/18(月)岩手・奥州「Honesty」

  MOMO-ICHI NIPPON TOUR2017「告白」

  出演　丸山ももたろう 夏目一朗

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円+1drink order　当日500円up

  お問い合わせ 　TEL 0197-22-8686

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  12/7(木)愛知・名古屋「Art & Music Space 源」

  2017/12関西方面ツアー 「It seems like」発売記念ライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売2,300円　当日2,500円(別途1ドリンクオーダー)

  お問い合わせ 　052-751-2550

  

  12/8(金)大阪・豊中「ねいろかふぇ」

  2017/12関西方面ツアー 「It seems like」発売記念ライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円(別途1ドリンクオーダー)

  お問い合わせ 　06-6842-7712

  

  12/9(土)和歌山「北茶屋いっぷく」

  2017/12関西方面ツアー 「It seems like」発売記念ライブ

  O.A. 北田ようすけ & エカワトモキ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円(ドリンク・お食事は持ち込みでお願い致します)

  

  12/10(日)京都「ワタナベ楽器店PMSロビー」

  矢後憲太 インストア・ライブ

  Start14:00

  料金2,500円

  お問い合わせ TEL : 075-231-2778

  

  12/17(日)栃木・足利「GRIMM CAFE」

  〜久しぶりの栃木県ライブ！矢後憲太 × goh〜

  Open14:30 Start15:00

  料金1,500円(別途1ドリンクオーダー)

  お問い合わせ

  TEL : 0284-22-7005

  MAIL : grimmcafe@yahoo.co.jp

  

  12/23(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  ソロギタークリスマス

  出演：下山亮平、okapi、矢後憲太、奏帆

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　TEL 090-5443-7970（宮内家）

  Acoustic Guitar World info@aco-world.com

  イベント詳細

  http://www.aco-world.com/event/171223/

  

  

  ■わたなべゆう　http://www.watanabeyu.jp

  

  12/3(日)大阪・宗右衛門町「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆう生音ライブ～

  Open11:30 Start12:30

  料金3,000円 (お食事付き)

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  12/9(土)兵庫・姫路「岡こどもクリニック」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:00 Start16:30

  料金1,000円 高校生以下無料

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  12/10(日)兵庫・神河町「STICK」

  ~わたなべゆう＆初田悦子クリスマスライブ～

  Open17:00 Start18:00

  料金2,000円＆クリスマスディナー2,000円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  12/23(土)大阪・高槻「JK BIRD」

  ～風の電話 Release Tour Final～

  ゲスト：初田悦子（ボーカル）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）　上條瑞穂（キーボード）

  Open14:00 Start15:00

  前売3,500円当日4,000円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  12/30(土)大阪・寝屋川「お好み焼き はふう」

  初田悦子 Presents 「ライブがはねたら忘年会！！in 香里園 はふう vol.2」

  出演：初田悦子 (vo) . わたなべゆう(Agt)

  Open16:00 Start17:30

  ライブチャージ3,000円+忘年会費3,500円=6,500円

  (ドリンク2杯+宴会コース付き！)

  お問い合わせ TEL：072-833-0862

  

  2018年

  1/8(月)大阪・桃谷「CAFE アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン～

  14：00～16：00

  ￥3,000 (1ドリンク付)

  ※団体レッスンとなります

  お問い合わせ TEL：06-4305-0772 (CAFE アニィー)

  

  1/8(月)大阪・桃谷「CAFE アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:00 Start17:00

  料金2,500円 (別途 1ドリンク)

  ※ギターレッスンに参加された方は1ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ TEL：06-4305-0772 (CAFE アニィー)

  

  1/14(日)大阪・茨木「cafe なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（別途ケーキ＆ドリンク代）

  ︎新年会

  17：30〜（予定）

  参加費2000円（お食事＆ミニライブ付き。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/4(日)大阪・大正「サレガマ」

  ~新春あしゆライブ〜

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（別途１ドリンク＆１フード ）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/10(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ 恵比寿店」

  わたなべゆうX︎初田悦子『風の電話』発売記念コラボレーションライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,800円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/11(日)福島「VIT Dalarna」

  わたなべゆうX︎初田悦子『風の電話』発売記念コラボレーションライブ

  Open17:00 Start17:30

  料金2,800円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp


  後記

  


  垂石雅俊さんはキングレコードよりソロギターアルバムを定期的にリリースしており、その中から「カフェ日和~癒しのギターでくつろぎのひととき~」のTAB譜付きスコアが発売されることとなりました。

  スコアには「ソロギターのしらべ」シリーズで長年スコアを作り続けている南澤大介さんが製作協力しています。

  以前から親交はあっても、歩んできた道のりが全く異なる二人の対談はとてもユニークです。

  

  なお、この記事は垂石さんからの提供であり、アコワド独自の記事ではないため、他の媒体などでも同じ内容のインタビューが掲載されるようです。内容がとても面白く、ボリュームもあったので、アコワドではメイン記事として掲載しています。

  

  また、「アメイジング・グレイス」のPDFファイルが無料でダウンロードできます。コード譜や演奏ポイントも掲載されているので、ぜひ弾いてみてほしいと思います。

  

  次号でもこのスコアにちなんだ記事が掲載され、読者プレンゼントも予定しています。お楽しみにお待ち下さい！


  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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